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「食う」ことで、タロイモと人びとの長いつきあいがつづいてきた。しかし、本例会で焦点をあてた

いずれの地域――日本・キリバス・ハワイ――でも、その食料としてのピークは過去にあったといえる。

その栽培や利用が近年は減少傾向にあるこれらの地における、人びととタロイモのかかわりあいの現在

をとりあげた。

まず、筆者が世界のイモ類やタロイモ栽培の趨勢を簡単に概説した後、日本のサトイモについて報告

した。祭りや正月の雑煮などにみられるサトイモへの思い入れが希薄化する一方で、いくつかの調査地

域がそれぞれにもつ特定の在来品種の存続を指摘し、その地域性・系譜を、遺伝学的な分析も用いて提

示した。

つづいて、風間計博氏（筑波大学歴史・人類学系）がキリバス南部環礁を事例とし、社会生活と密接

にかかわるスワンプタロ耕作について報告した。輸入食材に多くを頼るこの珊瑚島での、スワンプタロ

の食料品としての重要度の低下とその耕作田の放棄を指摘した後、それが単純な右下がりの傾向ではな

いことを論じた。依然として強く維持される人びとのスワンプタロ耕作への執着を、栽培法の秘匿、饗

宴における供出、耕作田の修復、あるいは最近の栽培活性化の動きなどの事例をもとに明示した。

最後に、古橋政子氏（白鳳女子短期大学国際人間学科）がハワイ先住民文化復興運動におけるタロイモ

栽培について、おもに教育農園活動を中心に紹介した。「アフプアア」と呼ばれる伝統的な共同体の再

生を通じ、ハワイ先住民の誇りと自信の回復をはかるこの活動を、ビデオをまじえて報告した。タロイ

モ栽培を中心に据えた活動の背後に、シンボルとしてのタロイモがハワイに根強く存在することを指摘

した。

総合討論の司会は筆者がつとめた。コメンテーターとして塙狼星氏（同志社大学非常勤講師）から根

栽農耕（作物）のもつ栄養体繁殖などの特質と個体性やシンボリズムなどの関係について指摘があり、

これを起点としてフロアーの佐々木氏・田中氏・丸尾氏らからそれぞれ事例にもとづいた意見が述べら

れた。

「食」における重要度は低下しても、長いつきあいのなかで育まれてきた人びとのイモへの「こだわ

り」がさまざまなかたちで今もしぶとく生き続けていることが、本例会を通じて浮き彫りにされた。
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